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27〜35 分）であった。この AOSD システム曝気自動調整制御時間において、30、40 および 60 分の
固定曝気時間と比較して、放流水質は良好で生物相も極めて質的にも量的にも豊富で良好かつ多様
で安定化することを明らかにした。AOSD制御システムの BOD除去率は 95%以上、 T－N除去率は 85%























AOSD(Automatic Oxygen Supply Device)システムを導入した完全混合型単槽式活性汚泥法において、
一定水温・流入負荷条件下で、AOSD 自動制御により従来の好気嫌気固定運転と比べ T-N、BOD の除
去性能が向上すると同時に、ブロワの消費電力をも削減できることを明らかにした。なお、水温・
流入負荷変動に対する自動制御運転において四季の季節変動の水温変化にも追従可能な制御シス
テムの構築および窒素・リン栄養塩類の除去の高度処理の操作条件の構築に対しては課題が残され
ているものの、AOSD制御システムの有効性を実験的に実証した事は高く評価できる研究成果である。
すなわち生活実排水を用いて、AOSD制御システムの導入の有無による下水処理性能向上効果を生物
化学的に質的量的に比較解析し、国際的にも汎用化可能な AOSD 制御システムを下水処理における
最適制御システムとしてその利用の可能性を示し得たことは極めて重要な成果であるといえる。 
平成２６年１月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
